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筆者は「H.R Lovecra乱 “Herbert West Reanimator"を

読む―SFと ゴシック小説の狭間で :『フランケンシュタイ

ン』を意識して一」 (2024)(佐々木 e l‐73)でゴシック

小説とゾンビについても触れたが、ロジャー・ラックハー

ス ト (Roger Luckhurst,b。 1967)はゾンビに関する研究で

も知られている。

人造人間、ロボット、ゾンビの研究を進めれば、その原

点には SFやファンタジーなどに辿りつくが、さらにその

源泉を探ると「ゴシック」というキーワー ドに辿りつくこ

とになる (佐々木 c 10‐ 55;佐々木 e 64)。

今回、駒澤大学図書館でふと『 ゴシック全書』が目に留

まった。さらに著者の名前がロジャー 0ラ ックハース トと

あり、さらに興味が湧いた。これまで「ハロウィーンとゾ

ンビ」 (2020)(佐々木 a 32‐ 61)、 「ゾンビの一考察一 日

本でのゾンビブーム」 (2021)(佐々木 b9… 17)、 「文学上

のゾンビの原点は ?」 (2022)(佐々木 d l‐ 38)等を通し

てラックハース トの著述に触れ、触発されることが多かっ

たことから、原書も入手し、キーワー ドとしてゴシックと

ゾンビに着目した。本稿では、これまで注目してきた「ゴ

シック、ファンタジー、SF、 ゾンビ」をキーワー ドにしな

がら、特にゴシックと「ゾンビ」の関係について注目した

l  Roger Lurclkihu.rst

ロジャー・ラックハーストについてはθο励力′∠″〃ルダ″
"ご
″Isιαy(Thames&HudsOn,

2021)の翻訳本ロジャー・ラックハースト/巽孝之日本語版監修/大槻敦子訳『 [ヴィジュア
ル版]ゴシック全書』(原書房、2022年 9月 )のカバーには次のような簡単な紹介がある。

ロンドン大学バークベック・カレッジ現代文学教授。著書に『テレパシーの発明 [The

lnvention of Telepaphy 1870‐ 1901]』 (2002年 )、『ミイラの呪い一ダークファンタジー

の本 当の歴史 [The Mummy's Curse:The History ofa Dark Fantasy]』 (2012年 )、『 ゾ

ンビ最強完全ガイ ド』(福田篤人訳、2017年 )があるほか、ブラム・ストカー、ロバー ト・

ルイス・スティーヴンソン、H・ P・ ラヴクラフトなどの古典ゴシック小説を多数編集。
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ロンドン大学のホームページには以下のような紹介文がある。

OVERVIEW

BIOGRPHY

Roger Luckhurt studied at the IJniversities OfHull and Sussex and jOined iBirkbeck in

1994. He becan■ e a proFessor in 2008 and took up the Geoffrey Tillton Chair of Nine‐

Tenth‐ Century Studies in 2020。

QUALIFICATIONS
e BA,Hull‐University 1988

eL[A Critical TheOry Sussex University 1989

・ PhD,IJniversity of I・ Iull,1993

ADMINISTRATIVE RESPONSIBLILITIES

・ Progranllne lDirector of MA lⅦ :odern I」 iterature fronl January 2023

VISITING POSTS

・ Me1lon Distinguished Visiting]Professor,Colurnbia lJniversity,NY(C,01‐ 2016 to 06‐

2016(Professor Roger Luckhurst)

ラックハース トのおもな著作は以下の通りである。

上記以外にも編者として参画したものに以下のものもある。
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人訳『ゾンビ最強完全ガイド』(2017)がある。
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ゴシック小説の系譜からドラキュラ、ミイラ、ゾンビなどのホラーものが誕生 したわけで

あるが、ドラキュラは Bram Stoker.Jz2“ル(1897)を ひとつの頂点として映画化など進み、

ミイラは文学作品ではなく、エジプ トでミイラの発見を機に、ひとつのジャンルが確立され

るまでになった。ゾンビはもともとは西アフリカ、ハイチでの ドキュメン トや記録などを中

心に、英語圏に入ってきたものだ。その後、George A.Romero,directoro Ⅳな力ι οF"θ

″ガ″g θθ′ご(1968)に よリゾンビ映画が一つのジャンルとして確立されていく先駆者とな

つた。ミイラもゾンビも非英語圏から文学とは違ったメディアを通してホラーという大き

なジャンルの仲間入りをしたが、その後はミイラもの、ゾンビものなど単独でジャンルを形

成するほど大きな人気を得るに至つた。こうしたミイラ、ゾンビ、そしてこれを取り巻くゴ

シック、さらには SF、 ファンタジー、ホラーなどを研究しているのが Roger Luckhurstで

ある。
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(Princeton,2021)は 350以上の図版が示されている。翻訳本もロジャー・ラックハース ト

/巽孝之日本語版監修/大槻敦子訳『 [ヴィジュアル版]ゴシック全書』 (原書房、2022年

9月 )と して出版されている。そのおもな内容は以下の通りである。

The Shape ofthe Gothic   ゴシックの形

I Architecture&Form   建築と様式
The Pointed Arch     尖塔アーチ

Ruins          廃墟

Fragment         断片
Labyrinth             迷宮

House          館

Ⅱ The Lie ofthe Land       ナIL勢

The Country&the City  地方と都市

Village            本寸
Forest           森
Wilderness        荒野
Edgeねnds        境界地帯

Ⅲ The Gothic Compass    ゴシック方位
N・orth                  」ヒ

South                  南

East           東

West            西

Planetary&Cosmic Horror 惑星ホラー、宇宙ホラー
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N Monsters

Scale

Splice

The Tentacle

Formless

Us

怪物

おおきさ

結合

触手

形なきもの

人間自身

日本語版監修者序文で、巽孝之は次のように述べている。

かつて歴史的概念としての「ゴシック」 (Gothic)の 定義は、おおむね枠組みが決まっ

ていた。

その語源は本来 「ゴー ト族 (the Goths)と か「ゴー ト族風の」という意味で、古代ヨ

ーロッパのグルマン系民族に端を発する。ゆえにギリシア・ローマの端正な古典的リアリ

ズムに対して、ゴシックはもともと「暗黒な中世」の意味合い「野蛮」のニュアンスを帯

びていた。ゴシックとはローマ帝国を崩壊させたゴー ト族のごとくに粗野で不快な美意

識だったのだ。

歴史的には、ルネッサンスからバロックヘの過渡期である 16世紀に、イギリスにおい

てヘンリー8世が行った宗教改革の影響があるだろう。自身の離婚問題をきっかけにロー

マン・カ トリックと訣別しイギリス国教会を創始したことで、カ トリックの修道院は軒並

み財産没収され、打ち捨てられて廃墟化した。そんな荒野には亡霊が徘徊し、美女が地下

室に閉じ込められているかもしれない。狂気すれすれの天才科学者が秘密の館で神をも

恐れぬ実験に精を出しているかもしれない。かくして暗く陰鬱で怪奇・幻想的で神秘的な

イマジネーションが喚起され、18世紀末のイギリスに、ホレス・ウォルポールが 1764年

に出版した『オ トラント城奇諄』を嗜矢とし、アン・ラドクリフやマシュー・グレゴリー 0

ルイスからメアリ・シェリーの『フランケンシュタイン』(1818年)へ と続く系譜がおり

なされ、古今い中世風のゴシック 0ロ マンスのジャンルが生まれ落ちた (巽  2)。

さらにアメリカに渡ると「アメリカン・ゴシック」が誕生する。

そこでは、ヨーロッパの荒地がアメリカの荒野に、古城や廃墟での捕囚がアメリカン・

インディアンによる捕囚に置き換えられた。古典的リアリズム文学が精密科学的な模倣

原理 (ミ メーシス)に基づく一方、ゴシック文学が超自然的な因果応報 (メ ネーシス)に

立脚する点においても、植民地時代を突き動かし 17世紀にはセイラムの魔女狩りすら展

開したピューリタン的無意識が作用していただろう (巽  3)。
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最後に新しいものにも触れている。



ハリウッド名画『サイコ』(1960年 )から我が国の誇る『ゴジラ』シリーズ (1954年～)、

さらには中国系アメリカ人作家の原作に基づく『メッセージ』(2016年)までが盛り込ま

れていく展開は、まさに圧巻というほかない (巽  3)。

目次を見れば一目瞭然であるが、怪獣は「怪物」や「おおきさ」に関わるものであることが

わかる。以降はキーワー ドとして “Gothic"“ Frankenstein"“ zombie"を 手掛かりに本文

を見て行きたい。

The C‐othic now speaks in nlany languages. In a single evening,one lnight play a

level of a Japanese survival horror garne while plugged into a doonQy 1980s soundtrack

fronl The Sisters ofMercy or the Cure,then streanl an episode of any nuコ nber ofhorror

series fronl A]mterica,or France,or Egypt,while■ icking through a few stanzas of

`G‐raveyard P'oetry' fronl the 1740s,before hitting the streets in un‐ glad rags in order

to watch the latest K:orean or ltalian or Thai or Australian horror filnl at the local

cinen■a.The global spread ofthe Gothic has been swift and overwhellning― as un‐

containable as a zonabie virus。

Son■e conlplain that the ternl`Gothic'is now so ubiquitous thatits originalim.eaning

has been entirely ho1lowed out. :But l prefer to see it as a collection Of `travelling

tropes' that,while they originate in a narrow set of European cultures with distinct

nleanings,have en■ barked on ajourney in which they are bOth transnlitted and utterly

transforlmed as they lnove across different cultureso Son■ etilnes the Gothic keeps a

recognizable shape,but rnore often it rnerges with 10cal fOlkfOre Or beliefs in the super‐

natural to becolme a weird,wonderful new hybrid(Lurckhurt 8)。

現在、ゴシックは多くの言語で語られる。こんな一夜の過ごし方もあるかもしれない。ま

ずイギリスのゴシックロックバンドであるシスターズ・オブ・マーシーやザ・キュアーと

いつた 1980年代の重々しいダークな音楽を聴きながら、日本のサバイバルホラーをプレ

イする。それから、1740年代の「墓地派の詩」をぺらぺらとめくりながら、動画配信で

アメリカ、フランス、あるいはエジプ トのホラー ドラマを見る。そして仕上げに、晴れや

かとは正反対の格好で街へ繰 り出して、韓国、イタリア、タイ、あるいはオース トラリア

の最新作を映画館で楽しむ。ゴシックは猛スピー ドと圧倒的な力で世界に広まっている。

ゾンビウイルス同様、その力を抑えることは不可能だ。

「ゴシック」という言葉があまりにも一般的になりすぎた現在、その言葉が持つ意味が

完全に抜け落ちてしまったと嘆く声も聞こえる。だが、わたしは、ヨーロッパの狭い文化

圏で生まれた特別な意味を持つ言い回しが各地に伝わり、異なる文化に触れるたびに姿

を変えてきたという観点から、その言葉や「移りゆく比喩表現」の集合体と考えたい。「ゴ

シック」は一日でそれとわかる形を留めている場合もあるが、たいていは超常現象に対す

る地域の習慣や考え方と混ざり合って、奇妙で不思議な新しいハイブリッドの様相を呈

している (ラ ックハース ト 8)。
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ゴシックの変容振りについて、『吸血鬼 ドラキュラ』 (1897)を取り上げながら次のように

述べている。

Dracula einerges fronl the very specific context of late‐ Victorian iLondon,but]Braln

Stoker's lnasterpiece quickly reappeared in very free adaptatiOns in Turkey and

lceland,the lneaning inoulded to local contexts. [I｀ he vanapire has since becOIne a

recognizable trope,wildly re‐drawn as it arrives in Spain or ltaly or West Africa or

South Korea。

As the Gothic ages,it has also lnoved beyond its origins in architecture and the

printed page to becon■e fully transn■ edial,its tropes andコ ootifs recurring in nOvels,

11lns,television,line art,conlics,fashion,con■ puter gaimtes and the dark web of the

internet itsel■   Gothic plots often revolve around ideas of transgression, the

breaChing Of bOundarieS Of life and death,g00d taSte and bad,knOwledge and beliet

and this restless transfornlation n■ akes it a priviledged place for nlany to exp10re

Foundational questions of self and othero No wonder the Gothic has becon■e a place

where unspeakable stories nlight ind voice,whether in the metamorphoses of man

into anilnal or the splitting of self and other. lJnspoken or suppressed desires have

shaped the genre fronl the very beginningo The Gothic has provided space for the

expression of fen■ ale desire,fronl Mary Shelley's lnonstered creation to Sarah Wlaters's

queer spectral visitors,and what is now terined the■ Yans Gothic builds on Susan

Stryker's evocation,in 1993,of Frankenstein's creature as a place to rethink the trans‐

gressive trans body.  The `transing Gothic,' as Jolene Zigarovich calls it, is `a

persistent venue for transgressive non‐ norlnative sexualities and gender identities.

(Luckhurst 8‐ 9)'

小説『吸血鬼 ドラキュラ』 (1897年)はヴィクトリア朝末期のロンドンというきわめて

定的な状況を背景に生まれたが、作者ブラム・ス トーカーによるその傑作はまたたくま

に トルコやアイスランドに渡り、現地の風土に合わせて好きなように改変されて、異な

る意味を持つようになった。以来、吸血鬼は、スペイン、イタリア、西アフリカ、韓国ヘ

と伝わり、大胆に書き換えられて、誰もが知る比喩表現になっている。

長い年月のうちに、ゴシックは当初の建築や印刷物で用いられていた意味を脱して、

さまざまな媒体で用いられるようになった。ゴシックの比喩表現やモチーフは小説、映

画、テレビ、美術、コミック、ファッション、コンピュータゲーム、そしてインターネッ

トの闇、ダークウェブで繰 り返し取り上げられている。ゴシックのス トーリーはたいて

い限界突破の概念、つまり生と死、善と悪、事実と迷信の境界侵犯を中心に展開すること

が多く、その不安定な変化が自他をめぐる本質的な問いを模索する絶好の機会にもなっ

ている。したがって、ゴシックが、人間から動物への変態や、自分ともうひとりの自分の

分裂など、言語に絶する物語に声を与える場所になっていることは驚くにあたらない。
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当初から、このジャンルを形作ってきたのは言葉にできない。抑圧された欲望だった。真

エリー 0シェリーが描いたフランケンシュタインの怪物から、サラ・ウォーターズの作品

に登場する同性愛を霊まで、ゴシックのジャンルは女性に欲望を表現する場を与えてき

た。現在 トランス 0ゴシックと呼ばれる分野は、1998年にスーザン・ス トライカーがフ

ランケンシュタインの怪物を引き合いに出して、 トランスジャンダーの体について再考
したことに端を発している。ジョリーン・ジガロヴィチがいうところの「トランス・ゴシ

ック」は「正統派ではなく、社会規範とは異なるセクシュアリティやジェンダー・アイデ

ンティティのための不変の舞台」だ (ラ ックハース ト 8¨ 9)。

後半では怪物などにも触れ、ゴシックの広がりについて言及 している。

The protean creatures that populate the Gothic ilnagination shape the final quarter

ofthis booko As ideas ofhunlanity shift,so the shape and size of our rnonsters alters:

sea lnOnsters, krakens, w・ endigos, dinosaurs, .ル |′」
;「

・
υ (G・odzilla and his prehistoric

churns),pixies and fairies that hOver on the edges of perception(Luckhurst 9)。

ゴシックの創造の世界を埋め尽くす変幻自在な生きものが本書の最後を飾る。人間性

についての考え方が変わるにつれて、海の怪物クラーケン、人食い巨人ウェンディゴ、恐

竜、ゴジラのような怪獣、視野の端をひらひら舞 う妖精たちなど、モンスターの形や大き

さも変化する (ラ ックハース ト 9)。

'I'he Gothic is endlessly transitive,always lnoving,shifting and changing as it goes.

It requires us to be■ exible readers,supple in our deinitions and our responses. Here

it colnes,beetling along the street like that shocking Mr]:Iyde,who R′ obert I」ouis

Stevenson tells us,Inoves with the speed of a Juggeernaut,vanishing arOund the

corner so quickly that we cannot quite grasp the weird sense oftransgressiOn he leaves

in his wake. If thisjourney takes us back to the beginning,to ourselves,(71θ ι力I・θr/4″

〃7υsιraιθご麗むιοryregistersjustsolmeofthetransbrm.atiOns undertaken as we hurtle

back to a place that we can never again quite call honle(Luckhurst 9)。

ゴシックは果てしなく境界を越えていく。また、そうしながら、つねに姿や形を変えも

するだろう。したがって、読者の側も順応性をもち、定義や評価に柔軟であることが求め

られる。ゴシックは猛スピー ドで街を駆け抜ける。それはまるで、ロバー ト・ルイス・ス

ティーヴンソンが描く驚くべきハイ ド氏のようだ。小走りに動き回り、日にまとまらぬ速

さで移動したかと思うと、角を曲がったあたりでふいに姿が見えなくなる。その余りの速

さに、走り去った跡に奇妙な違和感を覚えるものの、何が起きたのかよくわからない。こ

の旅がわたしたちを出発点へ、自分自身へと連れ戻すのだとしても、三度とわが家とは呼

べないかもしれない場所へ猛スピー ドで戻るときに生じる変化の一部くらいは、本書に

記録されているはずだ (ラ ックハース ト 9)。
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ホレス・ウォルポール (Horace WalpOle,4th Earl of Orbrd,1717‐ 1797)の『オ トラント

城奇諄』 (7■θ aas」θ οF θιra″れ 1764)は ゴシック・ロマンスの噌矢として紹介されるが、

その後、アンナ・レティシア・エイキン (Anna Letitia Aikin,1743¨ 1825)と ジョン・エ

イキン (John Aikin,1747¨ 1822)に よる「騎士バー トランドー断片」 (Sか gθttra′
°
∠

FIrag″θ″ぁ1773)について取り上げている。

The fragn■ ent device was used lnost in■ uentially in 1773,when the siblings John

and Anna Aikin published the essay`On the Pleasure Derived from Objects of Terror'

along with a squib of a Gothic terror tale, `Sir iBertrand: A Frag]m.ent', Ineant to

illustrate the key idea or sensation of`terror'(Luckhurts 38).

断片の仕掛けがもっとも効果的に使われたのは 1773年である。アナとジョンのエイキ

ン姉弟は「恐怖」が意味するものやそれが引き起こす感情を例証しようと、「恐怖政治時

代」の楽しみ [On the Pleasure Derivedル om Ottects ofTerror]と 題するエッセイと同

時に「騎士バー トランドー断片 [Sir Bertrand:A Fragment]」 というゴシック風の恐怖

物語を風刺した作品を出した (ラ ックハースト 38)。

In a few short pages,the Aikins build the generic elelm.ents ofthe Gothic R′ onlance:

its heightened tone,its Sever pitch,its topography of ruins and spatial labyrinths,its

sacriice Of coherence for intensity and drearrl‐ like elaboration. `Sir]Bertrand'hurls

itselfforward,barely in control ofits own disorderly desires― but also breaks off at tlle

iinpossible prospect of a w′ oコnan aboutto talko The dash,the broken‐ off sentence,hint

at the unspeakable. Like the ruin,the fragn■ ent conlpels the ilnagination to con■ plete

it一and the blank space beyond the dash is often inore terrifying than any words could

be(Luckhurst 38)。

ほんの数ページの物語で、エイキン姉弟はゴシック・ロマンスに不可欠なジャンル的要

素を組み立てている。それは歯切れのよい語 り口、クライマックス、廃墟 と空間的迷宮の

地勢、多少辻棲が合わずとも押 し出される強烈な幻想的描写からなる。「騎士バー トラン

ド」では無秩序な欲求がかろうじてコン トロールされながら話が進むが、女性がそのあり

得ない状況についてまさに話そ うとするところで物語がぶつ りと切れてしまう。ダッシ

ュ記号、途切れた文章、言葉に表せないものごとのほのめかし。廃墟 と同じように、断片

も全体を完成させるためには想像力を用いねばならない。そ して、ダッシュ記号のあとの

空白はどのような言葉よりも恐怖に満ちている (ラ ックハース ト 38)。

“On the Pleasure Derived iom Ottects of Terror"は インターネット上に公開されてい

る。翻訳では「恐怖政治時代の楽しみ」とあるが、筆者としては「恐怖対象物から生じる

楽しみ」としたい。中でも以下は注目しておきたい。

The reality of this source of pleasure seems evident from daily observation. The

只
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greediness with which the tales of ghosts and goblins,of lnurders,earthquakes,■ res,

shipwrecks,and all the inost terrible disasters attending hunlan life,are devoured by

every eaL Inust llave been generally ren■ arked.  Tragedy;the lnost favourite work of

fiction,has taken a full share of those scenes; ``it has supt full with horrors''一 and

has,perhaps,been inOre indebted tO its tender and pathetic parts(Anna Aikin and

John Aikin web)。

この快楽の源泉が現実のものであることは、日常の観察から明らかである。 幽霊や妖怪
の話、殺人事件、地震、火事、難破船など、人間の生活につきまとうあらゆる恐ろしい災

難の話が、どの耳にも貪欲に食い込まれていることは、一般によく知られていることだ

ろう。フィクションの中で最も好きな作品である悲劇は、そのようなシーンを完全に共

有し、おそらく、その優しくて哀れな部分により多くを負っているのだ (試訳 )。

The inspiration of terror was by the antient critics assigned as the peculiar province

of tragedy;and the C‐ reek and R,on■ an tragedians have introduced soコ ne extraordinary

persOnages fOr this purpose:not only the shades ofthe dead,but the furies,and other

fabu10us inhabitants of the infernal regions(Anna Aikin and John Aikin web)。

古代の批評家たちは、恐怖の霊感は悲劇の特有な領域であるとし、ギリシアやローマの

悲劇作家たちは、この目的のために、死者の影だけでなく、憤怒や、地獄の領域に住む伝

説的な住人など、特別な人物を導入 してきた (試訳 )。

The old Gothic rolnance and the Eastern tale,with their genii,giants,enchantinents,

and transforlnations, however a reined critic lnay censure thenl as absurd and

extravagant,will ever retain a lnost powerfulin■ uence on the lnind,and interest the

reader independently of all peculiarity of taste(Anna Aikin and John Aikin w・ eb)。

古いゴシック・ロマンスや東洋の物語は、精霊、巨人、魔法、変身など、どんなに優れた

批評家が不条理で度を越したものだと激しく非難しようとも、読者の心にかなり強い影

響を与え続け、読者の特殊な好みとは無関係に興味を抱かせることになる (試訳)。

HOW are We then tO aCCOunt br the pleaSure deriVed■ Om SuCh OtteCtS?I haVe Often

been led to ilnagine that there is a deceptiOn in these cases;and that the avidity with

which we attend is not a pr。 。f of our receiving real pleasure。 ′rhe pain of suspense,

and the irresistible desire of satisfying curiOsity when Once raised,will accOunt fOr

our eagerness to go quite through an adventure,thOugh we suffer actual pain during

the whole course ofit.｀ 鴇石e rather chuse tO suffer the sn■ art pang Of a viOlent en■ otion

than the uneasy craving of an unsatisfied desire(Anna Aikin and John Aikin w・ eb)。

では、そのようなものか ら得 られる楽 しみをどのよ うに説明すればいいのだろ うか ?私

は しば しば、このよ うなケースにはごまか しがあ り、私たちが熱心に参加するのは本当

の楽 しさを受け取っている証拠ではない、と想像す るように導かれたきた。サスペ ンス

Ｑ
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の苦しみと、好奇心を満たしたいという抗いがたい欲望は、一度高まれば、冒険の全過程

で実際に苦痛を味わっても、その冒険をやり遂げようとする私たちの熱情を説明するこ

とになるだろう。私たちは、満たされない欲望による不安な渇望よりも、激しい感情によ

るスマー トな痛みに苦しむことを選ぶ (試訳)。

A strange and unexpected event awakens the rnind,and keeps it On the stretch;and

where the agency of invisible beings is introduced,of forimts unseen,and lnightier far

than we,'our ilnagination,darting forth,explores with rapture the new w・ orld which

is laid open to its vieヽ w;and rejoices in the expansion ofits powers.:Passion and fancy

co‐ operating elevate the soul to its highest pitch;and the pain of terror is lost in

amazement(Anna Aikin and John Aikin web)。

そして、日に見えない存在、日に見えない形、そ して私たちよりもはるかに強大な存在の

力が導入されるところでは、私たちの想像力は飛び出し、視界に開かれた新 しい世界を

歓喜とともに探索 し、その力の拡大を喜ぶ。情熱と空想が相まって、魂を最高の高みへと

昇華させ、恐怖を味わ う苦痛は驚愕の中ではなくなる (試訳 )。

In the Arabian nights are rnany lnost striking exalm.ples ofthe terrible joined with the

rnarve1lous:the story of Aladdin and the travels of Sinbad are particularly excellent.

71lhe castle of Otranto is a very spirited inodern atternpt upon the sarne plan of nlixed

terrOr,adapted tO the ⅡLOde1 0f Gothic romance(Anna Aikin and John Aikin web)。

『アラビアンナイ ト』には、恐ろしいものと不思議なものが結びついた印象的な例が数

多くある。アラジンの物語やシンドバッドの旅は特に素晴らしい。オトラントの城』は、

ゴシック 0ロ マンスを手本に、不思議なものが混じり込んでいる恐怖という同じ計画を

現代風にアレンジした、非常に気骨のある試みである (試訳)。

再び Roger Luckhursto θο泌」
・
θツb〃7“sι″ιθご〃Isjα:/に戻る。ゴシックにもさらにジャ

ンルが存在する。中でも日本のゴジラにも辿り付くエコ・ゴシックがある。

The 'EcoGothic' understands Nature as no longer a pristine place outside history,

complicating the idea of the natural world as a passive backdrop or useful resource.

It hints at troubling ideas of who, or indeed what, might have power and agency in the

world. A subset of this new kind of fiction, the Botanical Gothic or Plant Horror,

starts with the occasional exotic plant, foolishly collected and relocated to a hothouse

where its ruthless instinct for survival threatens horrible death, as in Nathaniel

Hawthorne's perverse tale of poisonous plants, 'Rappacini's Daughter' (f Sa+). Since

an awareness of ecological damage wrought on the planet by unchecked development

has grown, 'Revenge of Nature' narratives have become a strand of the Gothic, with

EcoGothic disaster narratives first appearing soon after the first World Earth Day in
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1970(Luckhurst 80)。

「エコ・ゴシック」は、自然はもはや歴史の外側にある無垢の存在ではないと考えるもの

で、自然界をたんなる背景あるいは利用可能な資源 とみなす解釈を複雑化 している。そこ

では、力を持ち、世界に干渉 しているものが誰、いやむ しろ「何」であるかについて、人

間にとって不都合な感が方がほのめかされている。そ うした新 しいスタイルのフィクシ

ョンのサブジャンル、「ボタニカル・ ゴシック」あるいは 「植物ホラー」は、愚かにも入

手 して温室に入れてしまった珍 しいエキゾチックな植物から始まる。そして、ナサニエ

ル・ホーソーンの邪悪な有毒植物の物語『ラパチーニの娘』(1844年 )の ごどく、その植

物の容赦のないサバイバル本能がおそろしい死をもたらす。見境のない開発が地球上の

生態系の破壊をまねいているとわかって以来、「自然の復讐」物語はゴシックのひとつの

要素となり、1970年の最初の世界アースデーの直後から、エコ・ゴシックの大災害ス ト

ーリーが登場するようになった (ラ ックハース ト 80)。

エコ・ゴシックの具体的な作品を取り上げている。怪獣等を単なる恐怖の存在ではなく、エ

コ・ゴシックの観点から捉えている。

In the EcoC‐ othic,disturbance to the land or the deeps ofthe sea frequently awakens

ancient rnonsters,a violent,prehistoric Nature returning to wreak havoc on inodern

civilizationo The original Japanese CttQガ ra(1954,see pp.217‐ 21)was fo1lowed by a

succession of giant rnonsters,in 7ン lθ l」曖θrs(1990,with six sequels),7■ θ」BIθ丘lθ (1997),set

alinost entirely withi the conines of the Almerican Natural History Museunl in New

Ylork,the gloriously sarcastic I′ ′女θJソ′θ2・ピ(1999,also with six sequels),or the unhinged,

squelechy South iK:orean horror Fibθ 」曰lθsι (2006,which has so far lnanaged only one

sequel). In the lnost spectaculara instances,these ancient rnonsters are set on the

destruction of n■ odernity's lnost glittering prize: ・・。(Luckhurst 80)。

エ コ・ゴシックでは、陸地あるいは深海を乱 したために古代の怪物が 目を覚ます ことが

多 く、す さま じい先史時代の「自然」が蘇って現代文明に大惨事をもた らす。オ リジナル

の日本の『ゴジラ』(1954年、218～ 221ページ参照)を筆頭に、『 トレマーズ』(1990年 )、

続編が 6作品)、 ほぼ全体がニューヨークの米国立自然科学は物館内を舞台にした『 レリ

ック』(1997年 )、 愉快になるほどいやみたっぷりな『UoM.A.レイク・プラシッド』(1999

年、こちらも続編は6つ )、 あるいはびちゃびちゃ音を立てそうな両生類が登場する韓国

の『グエムルー漢江の怪物―』(2006年、現時点で続編は 1作品)な ど、いくつもの巨大

な怪物が立て続けに現れた。スリル満点なそうした古代の怪物は、現代社会が誇る光輝く

もの、すなわち都市を破壊しにかかる (ラ ックハースト 80)

In the second American remak e of Godzilla (ZOt+), it is San Francisco rather than New

York that suffers the hit at the crescendo of the film, reflecting the shift of global power

to the transpacific.
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ThiS Strand OfillnS iSOlateS the dittunCtiOn in tilne betW・ een nature and Culture,the

country and the city that is crucial to the Cothic sensibility。  :But we don't need such

outsized allegorical prehistoric rnonsters to see this at work. Instead,we should ask

Which particular instances of the past each Gothic tradition is lnost afraid of seeing

return(I」 uckhurst 80‐ 81)。

アメリカで 2度目にリメイクされた『GOZILIAゴジラ』(2014年 )では、映画が最高潮
に達したときに襲われるのはニューヨークではなくサンフランシスコで、世界の力関係

が環太平洋へ移ったことが反映されている。

こうした一連の映画は、ゴシック感に欠かせない自然と文化、田舎と都会のあいだの時

間的な隔たりを取り上げている。けれども、そうたた状況を見るためにわざわざ寓意的な

先史時代の巨大怪物を持ち出す必要はない。代りに、これまでのゴシックの伝統で、何が

蘇ったときにもっとも恐怖を感じたかを問えばよい (ラ ックハース ト 80‐ 81)。

扱われる都市がニューヨークからサンフランシスコヘ変わったことにも世界のパワーバ

ランスが反映されているとの指摘は注目に値しよう。次に地方のゴシックに注目しておき

たい。

Folk horror and the rural Gothic explore spaces that seethe with speciic,local

histroies. Modernity is unevenly distributedo This is why in such a sinall island,

there is distinct Cornish C‐ othic(fronl I)aphne Du L[aurier's」 Blθわθθθa in 1938 to Mark

Jenkin's ilm_g′ ′
・
′,2019),a Gothic of the Ⅵblsh borders(where Arthur Machen's

writings still preside, and to which lain Sinclair's writings often return), a post¨

industrial Northern Gothic(in contelmporary writers like Jenn Ashworth,Bettamin

Meyers,Andrew Michael Hurley and Fiona ⅣIozley),a Gothic ofthe Fens(in books by

Sarah iPerry,I〕 aisy Johnson and l[ichelle Paver,stretching back to Sabine:Baring‐

G‐ould)and a Gothic of occupied territories in Scotland,Ireland and Wales.  This

regional speciicity the distinctness of of particular locales, generates a C・othic

grounded in the dark ecologies ofplace that resist the abstraction and ho]m.ogenization

Of n10dern urban space(Luckhurst 98)。

フォーク・ホラー と地方のゴシックでは、特別な過去が渦巻 く場所が題材にされる。近

現代性は均等に広がっているのではない。そのため、ちっぽけな島国のなかに、独特なコ

ーンウォール地方のゴシック (ダフネ・デュ 0モーリアの 1938年の著書『レベッカ』や

マーク・ジェンキン監督の映画『ベイ ト脇′」』、2019年 )、 ウェールズとの境界地方のゴ

シック (アーサー・マッケンの著作はそこへ舞い戻る)、 脱工業主義の北部のゴシック (ジ

ェン・アシュワース、ベンジャミン・マイヤーズ、アンドリュー・マイケル・ハーリー、

フィオナ・モズリーなどの現代作家)、 フェンズ (イ ングランド東部の沼地地帯)の ゴシ

ック (古くはセイバイン・ベアリング=グール ドからサラ・ペリー、デイジー・ジョンソ

ン、ミシェル・ペイヴァーにいたる本)、 そしてスコットランド、アイルランド、ウェー
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ルズとい う占領地のゴシックが存在するのである。そ うした地方に特定の場所ならでは

の特殊性があるからこそ、現代社会の都市部にある「空間」の抽象化や均質化に抗 う「場

所」として、闇の生態系に根を下ろしたゴシックが生まれるのだ (ラ ックハース ト 98)。

Local superstitions nlight have been of■ cially condenlned by colonizing authorities

as prilnitive Or backward,but the Gothic in fact subsurned these local versions of the

Supernatural.  The Vampire Caimte frOΠ L far‐■ung VillageS On the eaStern edge Of

Europe. The zonlbie stun■ bled out of the forced labour and violent oppression of the

plantations of Haiti into North AInerica through N・ew Orleans, that coslnopolitan

centre Of swirling supernatural beliefs,freely borrowing fronl the syncretic religions of

Haitian Voodoo, Santeria fronl Cuba or Obeah fro]mt Jarnaicao  The ■esh‐ eating

w'endigo caim.e fronl Native AInerican beliefs in North Anlerica and Canada,while the

w'eird,an■ phibiOus bunyip was seen in billabongs in the outback ofAustralia,the terrn

borrowed fronl the Aboriginal Wen■ ba‐Wen■ba language.

ア
1lhe travelling fraglnents of Gothic story have becorne a lneans of exchange. In the

post‐ colonial years, beliefs in witchcraft and rnalign supernatural powers have

perisisted in very difFerent regions of the African continent,where the occult erupts in

the issures Of n■ Odernity and tradition,or along physically ilnposed borders― as in the

subtle presence of inigrants‐ turned‐ spectres in L[ati I)iop's iFrench‐Senegalese fliln

/1ι」′″ιI°9υθ(2019)。  Zonlbies and witches harass populations in the border‐ zones

between Zilnbabwe and South Africa,a region under constant pressure fronl refugees

and lnigration(Luckhurst 100… 101)。

地方の迷信は表向きには原始的あるいは後退 したものとして植民地支配者に非難 され

てきたが、ゴシックにはそ うした各地の超常現象がいくつも取 り込まれている。吸血鬼は

ヨーロッパ東端の遠 く離れた村からやってきた。ゾンビは、ハイチのプランテーションで

行われていた強制労働 と暴力的な抑圧からよろよろと出てきて、ハイチの呪術、キューバ

の祭儀、ジャマイカの魔術 といったさまざまな信仰を自由に取 り入れながら、超常的な迷

信が渦巻 く大都市ニューオ リンズを経て北米に入った。人食い巨人ウェンディゴはアメ

リカやカナダの先住民族の迷信から生まれ、オース トラリア奥地の沼地にいるといわれ

た奇妙な両生類のバニャップは、アボリジニのウェンバウェンバ語から取 り入れ られた

言葉である。

ゴシック物語の断片は移動するうちに交換の手段 となった。植民地支配が終わってか

ら何年ものあいだ、アフリカ大陸各地では魔術や悪意のある不可思議な力が信 じられて

いた。セネガル系フランス人マティ・ディオブの映画『ア トランティックス』(2019年 )

にさりげなく登場する移民の亡霊のように、現代性と伝統のはざま、あるいは強制的に割

り振られた国境付近などの超常現象が発生する。ゾンビと魔女はジンバブエと南アフリ

カの国境地帯、難民や移民からの圧力につねにさらされている地域で住民を苦しめる (ラ

ックハー ト 100‐ 101)。
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ゴシックはもともと北方民族に由来する言葉であるが、ヨーロッパにとつて「北」というの

は寒く、暗いという印象がある。こうした自然環境もあろうが、ゴシックのイメージと結び

付く要因がある。

Even to northern cultures there is always a rifrι 力θr north that terrifies:Norsernen

feared the Sinli for their weird lnagic;Saxons feared the seafaring Vikings 10r their

violence;the Danes feared the Norwegians;the Finns brooded on a dark Northland

fu11 0f lnarL‐ eating SaVageS.  C11lriStian geO¨ tlle10gy SOn■ etiineS plaCed illell in tlle iCy

north;solmetimes it was the terrestria1 location of Lucifer,the fallen angel(Luckhurst

147)。

北欧の文化においてさえ、おそろしい「極」北はつねにあった。古代スカンディナヴィア

人は奇妙な魔法を使 うサーミ人を、サクソン人は海をわたるヴァイキングの暴力を、デン

マーク人はノルウェー人を、フィンランド人は人を食らう野蛮人だらけの暗い北部地方

をおそれた。キリス ト教の宗教地理学では地獄が氷のように冷たい北方に置かれること

もある。その他はときに天から落ちた堕天使ルシファーの居場所でもあった (ラ ックハー

ス ト 147)。

ラックハース トは日本にも言及 して次のように述べている。

In Japan,it is ill¨ advised to sleep with your head pointing to the north,as this is the

direction the souls ofthe dead departo Margret Atwood has argued that Canadian

settler literature has been haunted by the idea of a lnalevolent north fronl its very

beginnings(Luckhurst 147)。

日本では、北は死者の魂が旅立つ方向で、北枕は縁起が悪いといわれる。カナダの作家マ

ーガレット・ア トウッドは、カナダの開拓移民文学は当初から北は邪悪だという考え方

につきまとわれていると主張する (ラ ックハース ト 147)。

It is in the darkness and cold of the far north that one encounters the transcultural

igure Ofthe revenant,the returning dead,where the shan■ ans oftribes across Siberia

and intO Canada cOnjure ghosts or icy blasts of wind,while the N´ orthern Lights,

traditiOnally believed by the Sinli tO be the souls of the dead,dance in the sky(Luck¨

hurst 147)。

人が文化の枠を超えた亡霊、蘇った死者のような姿に遭遇するのは、その極北の暗闇と

厳寒のなかである。そこではシベリア各地やカナダの部族のシャーマンがゴース トや凍

えるような風を呼び起こし、古くからサーミ人に死者の魂だと信じられていたオーロラ

が空で踊る (ラ ックハース ト 147)。
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This lnyth010gy Of the far nOrth still feeds directly into the conten■ porary Gothic

ilnagination. It is a zone that features Nazi zon■ bies in the Norw・ egian filin Iフ θ′|ご

SI″θ
"″

(2009),van■ pires who exploit a lnonth without sun to slaughter a whole northern

outpost in 7乃」irι/」りlal′/is ο:f」 をヽし力′(2007)and the bizarre sacrificial cults of northern

Sweden in 7■θ fBI・ιυ′ノ(2017)or Midsonllnar(2019)(Luckhurst 146)。

極北にまつわるこの伝承は現代ゴシックの想像世界にまもだ流れ込んでいる。その一

帯は、ノルウェーの映画『処刑山一デッド・スノウ』(2009年 )のナチのゾンビ、『30デ

ィズ・ナイ ト』(2007年 )で 1か月間太陽が出ないのをいいことに北方の前哨基地で殺蒙

を繰り広げる吸血鬼、『ザ・リチュアル いけにえの儀式』(2017年 )や『 ミッドサマー』
(2019年 )で描かれるスウェーデン北部の異様な生贄を伴う儀式などで取り上げられて

いる (ラ ックハースト 148)。

Yet what shadows these developmtents of the Gothic is notjust the m、 ythologies of

the nOrth,but very real exp10ratins ofthe planet's northern reaches. Mary Shelley's

Jレa″晨θ
"sι
θゴ″ (1818)begins and ends in the Arctic ice,where the explorer R′ obert

Walton,trapped,listens to Victor Frankenstein unfold his awful tale(I」 uckhurst 148)。

しかしながら、こうしたゴシックの展開に暗い影をもたらしているのは、北方の伝説

だけでなく、実際に行われた地球の極北の探検でもある。メアリー・シェリーの『フラン

ケンシュタイン』(1818年 )は、身動きのとれなくなった探検家ロバー ト・ウォル トンが

ヴィクター・フランケンシュタインのおそろしい告白を聞く北極圏の氷のなかで始まり、

氷のなかで終わる (ラ ックハースト 148)。

ラックハース トはウィリアム・フォークナー (William Cuthbert FalkneL 1897‐ 1962)の

小説を例にしながら、次のように述べている。

Willianl Faulker '  s con■ bination of daunting, high‐Modernist narrative

experilnentation with all the apparatus of genre horror lnakes hinl the unavoidable

central ho]m.e igure of any account ofthe Southern Gothic,his wOrk a potent hybrid,

rancid with the stench of unquiet history(Luckhurst 162).

人は威圧するようなシュル レアリスムと、ジャンルとしてのホラーに必要なあらゆる

素材を組み合わせてス トー リー実験のようなウィリアム・フォークナーの作品は、否が

応でも彼を南部ゴシックの中心人物に仕立て上げる (ラ ックハース ト 162)。

In Sanctuary (tggO) and Light in August (t931), Faulkner had begun to use Gothic

armature to address the abiding legacy of slavery and racism in the South.

Segregation was obsessively policed long after slavery was abolished, and after the
First World War the economic, political and violent social containment of the Black
population of the South intensified (Luckhurst llil.

15



フォークナーは奴隷制や人種差別という南部の動かぬ遺産に焦点を当てようと、『サン

キュアリ』(1930年)や『人月の光』(1931年 )でゴシックの骨組みを持ち始めた。人種

隔離政策は奴隷制度が廃止されてからも長く執拗に管理され、第一次世界大戦が終わる

と南部の政治、経済、暴力を伴う社会の封じ込めは激しさを増した (

ラックハースト 162)

ゾンビについては特別に見出しや項 目を設けて取 り上げていないが、所々で触れている。

At the san■ e tilne,low budget horror frOnl entirely frOnl entirely Outside the studio

systenl,such as 7・
"¬

θ 7乃ο
“
sa″ご』′b″I′as(1964),the overt racial politics Of George

Romero' s inaugural mass zombie film Ⅳ[鬱力ι οFι力θ五」
・
″
"g,θ
′ご (1968)or the

backwoods lunacy of fbθ コ:bl%as θZ′ゴ″s′″ノlイ′ss′θttθ (1974),could speak even lnore

openly about the rem.ains of genocidal legacies(Luckhurst 167).

また、『2000人の狂人』(1964年 )、 ジョージ・ロメロ監督による初の大量ゾンビ映画

『ナイ ト0オブ・ザ・リビングデッド』(1968年 )で示される人種に対する明らかな政治

哲学、あるいは『悪魔のいけにえ』(1974年 )の田舎の狂気といった、ハリウッドとはま

ったくかかわらない低予算のホラーは、大量虐殺という負の遺産についてなおのことあ

からさまに語っている (ラ ックハースト 167)。

ホラー映画『2000人の狂人』はハーシェル・ゴードン・ルイス監督・脚本で日本での公開

は 2012年 10月 6日 に公開された。

“Ⅲ The Gothic Compass"の 一番最後は “Planetary&Cosmic Horror"で ある。

We are used to melodramatic image of monstrous villains astride the globe. The

Gothic can conjure catastrophes that far exceed the Bad Place, the ruined castle or

abandoned cityi calamities so vast that they encompass the world. From about 1750

onwards, Enlightenment thinkers had begun to theorize the development of world

history while explorers extended the mapping of previously unknown territories and

armies Ied the colonization of the planet.l would annex the planets if I could; I often

think of that/ the imperialist Cecil Rhodes once reflected. Less than a century later,

when the Americans did reach the moon, the famous photograph taken by astronaut

William Anders on 24 December 1968, now known as 'Earthrise', triggered not so

much triumphalism as an agonized new awareness of the fragitity of the planet.

Perhaps it no longer matters from which compass point the disease spreads when we

watch a zombie infection track across the Earth, as in World War Z (ZO1B), The

COVID-19 pandemic brought home the realities of a virus that can ride on the

intricate networks and interconnections of the global village, the microbe turning

modern globalization against itself. The Gothic thrives on this doubled or split
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consciousness(Luckhurst 201)。

怪物のような悪党が地球を股にかけるメロ ドラマ的なイメージはすでにあ りきた り

だ。ゴシックは、地獄、崩れた城、廃墟 と化 した都市といった場所の限界を越えて、 か

くも広い範囲で大惨事を引き起こすことができる。災いはとてつもなく大きく、世界全

体が巻き込まれるようになった。1750年ごろから啓蒙主義の思想家が世界史の発展を理

論化するようになり、探検家がそれまで知 られていなかった領域にまで地図を広げ、軍

隊が地球の植民地化を率いた。「できるものなら地球外の惑星さえも併合 しよう。そ う思

うことがよくある」と帝国主義者のセシル・ ローズはかつて述べた。それから 1世紀も

経たない うちにアメリカ人が月に降 り立った。1968年 12月 24日 に宇宙飛行士のウィリ

アム・アンダースが撮影 した「地球の出」として知 られる有名な写真は、勝ち誇った気持

ちとい うよりむ しろ、地球ははかないとい うや りきれない 事実を改めて気づかせること

になった。もしかすると、映画『 ワール ド・ウォーズ』(2013年 )で描かれているように、

ゾンビの感染が世界中に広がるところを目の当たりにした人間にとって、その伝染病が

どの方位から広まったかなどもう問題ではないのかもしれない。新型コロナウイルスの

流行は、ウィルスが入り組んだネットワークや世界各地の相互の結びつきをうまく利用

するという現実を人類に強く突きつけた。微生物が現代のグローバル化を逆手に取った

のだ。ゴシックはこのように二重化した、あるいは分裂した意識をエネルギー源に成長

する (ラ ックハースト 201)。

Matheson's book was the loose basis br George A.Romero's MP力 ι οF′力θ五′
・
ガ″g θθ′ご

(1968),the first shufming step in cinen■ a towards nlillennial visions of a global zonlbie

pandenlic.  It was first ilined in ltaly by Sidney Salkow,as 7乃 θ」Liasι』′b″ ο:″ 」ZI′ rιカ

(1964),and relmade as 7乃 θθコロlθga』′b″ (1971)and f∠″ _ιθ♂θ
"ご
(2007)。

Planetary horror goes for a deliberate scaling up of the Gothic effect,ailning to

overwhelnl the reader or viewer. IBut there is a further stage that ranlps up this

revelation:cosnlic horrot associated inost strongly with][Io Po I」 ovecraft,who in this

his easy`Supernatural ][Iorror in Literature'set out a distinction between`Fear‐

literature'of the`Inundanely gruesolme'and`the literature of cosnlic fear。  (Luckhurst

201)'

グローバルなゾンビ・パンデミックによる世界の終わりへ向かってよろよろと一歩を

踏み出したジョージ・A・ ロメロ監督の『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド』(1968年 )

は、大筋ではマシスンの本がもとになっている。本の最初の映画化はイタリアで撮影さ

れたシドニー・サル・コウ他監督の『地球最後の男』(1964年)だったが、のちに『地球

最後の男オメガマン』(1971年 )、 さらに『アイ・アム 0レジェンド』(2007年 )と しても

リメイクされた。

全世界を巻き込む惑星規模のホラーでは、読者や視聴者を圧倒するために、意図的に

ゴシックらしさが高められている。だが、それを上回る舞台がある。宇宙ホラーだ。H・

P・ ラヴクラフトは、エッセイ!『文学における超自然の恐怖』のなかで「ありふれた怖
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さ」の 「恐怖文学」と「宇宙的恐怖の文学」を区別 しようとしている (ラ ックハース ト

201)。

最後の章は “IV Monster"「怪物」で、その冒頭は “Scale"「大きさ」である。ラックハ

ーストが人間との差異に注目し、アリストテレス『動物発生論』にまで言及していることは

注目しておきたい。

If the Gothic teaches us anything,it is that hun■ ans are bad at prOcessing difference。

Anyone or anything that is not like us(whOever that`us'is)has 10ng tended tO be

deerned abnorlnal, deviant or rnonstrous. The fate of Frankenstein's creature

errlphasizes that these are always cultural and cOntingent nOrins:`Iny virtues will

necessarily arise when l live in conllnunication,'he tells his creatOr.  Sadly)even

Victor Frankenstein cannot rise above his`breathless hOrrOr and disgust'the instant

his creation rrloves. The poor creature has set Off On his jOurney tO becO]mte the

n■arauding,nlute inonster of rnovielando Since then,Frankenstein's lnOnster,a10ng

with a panoply of nightlnare beings,has served as a rallying pOint fOr thOse abjected

by social norins(I」 uckhurst 213)。

ゴシックから何かを学べるのだとしたら、それは、人間は差異を受け入れるのが不得意

だとい うことである。自分たち (それがなんであれ)と は異なる人やものは古くから、異

常なもの、逸脱 したもの、おそろしいものと考えられてきた。フランケンシュタインの怪

物の運命から、それらはつねに状況に左右される文化規範であることがよくわかる。「人

とかかわって生きていれば、わたしの価値はおのず と上がるだろう」 と怪物は創造主に

語っている。残念ながら、ヴィクター・フランケンシュタインでさえ、その怪物が動いた

瞬間の「息をのむほどのおそろしさと嫌悪感」を克服することはできなかった。哀れな怪

物は、無言で徘徊する映画界のモンスターとなるべく旅に出た。以来、フランケンシュタ

インの怪物は一連の悪夢のような存在とならんで、社会規範からはずれたものたちの再

決起地点になっている (ラ ックハース ト 213)。

71the inonstering of difference has been elnbedded in western thinking at least since

AristOtle argued in(θ lθ
"θ
ra″
・
ο
"ο
Fz4″コ71慶′」s(c。 350 BC)that anything that did not

resenlble its parents was a lnonster. His fascination with the endless cataloguing of

`Inonstrous births'suggests,how・ eve為 that it is precisely the deviation that helps

establish the norl■ (Luckhurst 213)。

相違点の怪物扱いは、少なくともアリス トテレスが『動物発生論』(紀元前 350年 ごろ)

で、親に似ていないものはみな怪物であると述べたときから西洋の思想に埋め込まれて

いる。一方、とめどなく「怪物の出生」の目録を作り続けようとした彼の関心の強さから

は、逸脱であるからこそ標準が作れるのだとわかる (ラ ックハース ト 213)。
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The COthic works on these san■ e scales of difference,running the ganlut fronl(71θ グz〃Z′

t0 6:rθ
"2カ

|″S. In I〕 aVid l■ ynCh'S 7レ ″i″ _flθ′止iS We get bOth: a gentle giant and a

backwards‐talking,dancing dwart`The Man fronl Another Place'(Luckhurst 213).

ゴシックの世界でも『ゴジラ』から『グレムリン』までの広い範囲で、同様の大きさの違

いが用いられている。デヴィッド・リンチ監督の『ツイン・ピークス』では両方だ。温和

な巨人と、逆さまに話すダンス好きの小人「別の場所からきた男」ある (ラ ックハースト

213)。

ゴシック小説とSFの関係も微妙である。ゴシック小説の中で科学的な要素が強くなれ

ば SFと いう領域になる。H・ G・ ウェルズはメアリ 0シェリーよりもさらに科学的な要素

が強くなっている。

Ho Go Wells was the great writer of degenerate horrors in the 1890s,having been

One Of the irst tO train tO teach the bi010gical sciences under T.I― I.I‐Iuxley Darwins

`bulldog'and public defender.In 7bθ fb」′″
`′

ο:/iIフοθ″οr』′bttθaυ (1896),the titular doctor

vivisects beasts intO grOtesque 10rnas Of lnen,only to see thenl fall back into tlleir

anilnal state againo The disturbing splices and grafts of lnonstrous hybrids,built by

surgery in Moreau s I:Iouse of Pain,entirely undercut any secure boundary between

huコnan and anilnal,and even disturbingly suggest that these pitiful beastinen have a

greater understanding of lnorality than hun■ ans. Vヽhen the book was adapted to

screen in 1932 as 7bθ _農
"」

′″ごθF_ιοsι SIου」s, with Charles Laughton playing an

insidious I〕 octor LIoreau,the plot was driven inore by the transgressive prospect of an

interracial or even interspecies sexual relationship between the`Panther Wonlan'and

iEldward:Parker or between the blonde leading lady and Ouran,the priapic ape。「rhe

lhlnl was censored in rnany countries, including Australia,where its NEN rating

banned its viewing by Aboriginal audiences(Luckhurst 236‐ 237)。

進化論を弁護したダーウィンの「番犬」T・ S・ ハクスリーのもとで生物科学を学び、

教えるようにもなった初期の弟子のひとり、H・ G・ ウェルズは、1890年代の退化論ホ

ラーの巨匠である。『モロー博士の島』 (1896年)では、表題の博士が動物を生体解剖し

てグロテスクな人間を作るが、いつももとの動物の状態に戻ってしまう。モローの「痛み

の家」で行われた外科手術によるおそろしい混成物の不気味な結合や移植は、人間と動

物の確固たる境界を完全に破壊しているばかりか、気がかりなことに、哀れな動物たち

のほうが人間よりも道徳を理解していることが示唆されている。俳優チャールズ・ロー

トンがモロー役を演じる『獣人島』として 1932年に映画化されたときは、なおのこと、

筋書きが「パンサーウーマン」とエ ドワー ド・パーカー、金髪の主演女優と性欲が誇帳さ

れたサルのウーランとのあいだの、異なる人種間はもとより異なる種のあいだの性的関

係という境界侵犯に突き動かされていた。映画は多くの国で検閲され、オース トラリア

では先住民族の観客が見ることを禁じる NENの レーティングに指定された (ラ ックハ
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――ラく卜  236‐ 237)。

The constantly lnutating alien of John Carpenter's7ibθ  rZゴ″g。 (1982)Inoves through

dOgS,SpiderS and lnen by abSOrbing and tranS10r]匡 Ling tlleir genetiC COde,enQbOdying

the plasticity of adaptive survival。  7■θ fiファ(1986),in which an unfortunate scientist

nlixes his I)NA with a rogue■ y in his laboratory equiprnent,was David Cronenberg's

nlainstreanl breakthrough after a long career n■ aking low¨ budget horrors that

en■phasized the ininitely lnalleable hun■ an body and its openness tO alien

transforlmation(as in f3′わI・グ,SZゴИθFs,or 141αθθごJθ」
"∂
.Grotesque bodily distortion

became the capstone effect of cult filnls like Stuart Gordon's Rθ ・И″Iz:′ιθr(1985,with

tw'o sequels),Clive Barker's」 口iθ〃raゴsθr(1987,with nine sequels so far)and Brian

Yuznas Society(1989). The trend latterly heads towards the griln cycle around

f:ぶθs′θノ(2005)and the AS′
"″

franchise(started in 2004)that becaIIle known as`torture

porn'.

7「here are colnplicated reasons for the elnergence of this kind of extrelne Gothic―

not least in the constantly shifting line ofcultural acceptability around graphic ilnages

of sex and violence, and tlle econonlics of low¨ budget horror sequels, cycles and

inlitations(Luckhurst 237)。

ジョン・カーペンター監督の『遊星からの物休 X』 (1982年)に登場するエイリアンは、環

境に適応しながら生き延びる柔軟性を有しており、イヌ、クモ、人間へと、遺伝子コード

を吸収して変質させながらつねに姿を変え続ける。不運な科孝者が実験装置に粉れこん

でいた 1匹のハエと自分のDNAを混ぜ合わせてしまう『ザ・フライ』 (1986年)は、無
限に変化する人体やエイリアンヘの変身を中心とした低予算映画ホラー映画 (『ラビッ

ド』、『シーバース』、『ヴィデオドローム』など)を長く作っていたデヴィッド・クローネ

ンバーグの初の大ヒッ ト映両だ。グロテスクな肉体の変形は、スチュアー ト・ゴードン
監督の『ZOMBIO/死霊のしたたり』(1985年、続編 2作品)、 クライヴ。バーカー監督の

『ヘル・レイザー』(1987年、現時点で続編 9作品)、 ブライアン・ユズナ監督の『ソサ

エティー』(1989年 )と いったカル ト映画のクライマックス効果としても用いられている。

最近のトレンドは「拷問ポルノ」として知られるようになった『ホステル』(2005年 )や

『 ソウ』シリーズ(2004年～)な どの残酷なサイクルヘと向かっている。

この種の極端なゴシックの出現には複雑な理由がある。性や暴力の画像に対する文化

的な詐容範囲の絶え間ない変化と、低予算ホラーの続編、周期、模倣の経済はむろんだ

が、人をキマイラや結合のアイデアに立ち返らせる生物学的な背景があるのだ (ラ ック

ハースト 237)。
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The GOthic rO]mance appeared in eighteen‐ century:England alongside the resurgence

of celtic folkfore,and its rich array of doubles strongly inimuenced early attlnpts t。

evoke the supernatural。

The strongest superstition ofthis kind was undoubtedly that Ofthe rb′ θヵ,assOciated

with peasant culture in lreland and Scotland. To encounter a fetch,a double of a

close relative oL】 more unnervingl)ろ onesell cOuld be taken aS a Signa1 0f luCk,but

nluch inOre Often as a portent of death(Luckhurst 268).

ゴシック・ロマンスはケル ト民族の民間伝承が復活した 18世紀のイギリスに生まれたも

のだが、そこで描かれた数々の分身は、超常現象を再現する初期の試みに大きな影響を

与えた。

そうした迷信のなかでもっとも強烈なものといえば、まちがいなく、アイルランドや

スコットランドの農民文化と関係深い「フェッチ」だろう。近親者の生き写しであるフェ

ッチの遭遇は幸運のしるしと考えられないが、むしろ死の予兆とされることが多かった

(ラ ックハース ト 268)。

分身物語などにも触れているが、同性愛もまたゴシックロマンスの一面であるとい う。

Thc Gothic ronlance has,the critic Eve Sedgwick has pointed out,always been full

of stories oflnen pursued by other rnen. Is this hidden desire,which then turns into

its opposite:a persecution unto death? Sedgwick called this driver ofthe Gothic plot

ihornosexual panici. This perhaps lnaps too closely back fron1 0scar Wilde's version

Ofthe dOuble p10t in T♭θ fIlθ′υJθ θF」9θLZザ|′″ θra:/(1890),but it also takes in all those

nlissing renections and shadows in Genlan R′ onlanticisnlo Wilde's story veered close

to being explicit about the crilninalized`love that dare not l speak its nan■ e'that

broughtヽハrilde to ruin when he was put on trialin 1895(I」 uckhurst 272)。

評論家のイヴ・コゾフスキー・セジウイックが指摘 しているように、ゴシック・ロマン

スにはいつの時代にも、男性が男性を追い求める話がたくさんある。 この隠れた性的欲

望が、その対極にある、死にいたらしめるほどの罰に転 じるのだろうか ?セ ジウィック

はこの手のゴシックの原動力を「同性愛パニック」と呼んでいる。もしかすると、オスカ

ー・ワイル ドが『 ドリアン。グレイの肖像』(1890年 )で描いた分身の物語の影響を受け

過ぎているのかもしれないが、 ドイツ・ロマン主義のなかの失われた鏡像や影はみなそ
こに含まれる。フイル ド自身も同性愛の罪で 1895年に裁判にかけられて破減に追い込ま

れているが、彼のス トーリーもまた、犯罪だった「その名を目にすることがはばかられる

愛」が明白に描かれる一歩手前の状態だった (ラ ックハースト 272)。

また人間そっくりな動きをするロボットもまたゴシックの領域となる。

In a slightly different mode Ira Levin's satirical novel The Stepford Wives OglZ;

21



ロボットが人間にそっくりということから生じる「不気味さ」(uncanny)が ゴシックにつ

ながる。ゴシックの範囲はかなり広い。

The Gothic has all too frequently monstered its trans characters, its multiply

22

■1lned 1975)is laced with the Gothic.  In the af■ uent village of Stepford,where

w・ealthy New Yorkers arrive to escape the terrors of the city,the bland wOn■ en drift

through supcrnlarkets in weirdly dissociated states, seenlingly building On the

malaise that Betty Friedan identi■ ed in inany wo】men in 772θ fb」
“
I″ゴ″θ』,の4S開9υθ

(1963). Ihe plot eventually reveals another conspiracy lurking behind the surface of

Arnerican privilege:tlle wornen are being replaced by exact robotic doubles,n■ ade by

a forrner]Disneyland executive in charge of anilnatronics at the therne park. [Γ he

threat of Senlinisnl,it seerns,is being neutralized by the production of robot wornen

passively colnpliant to their husband's every desire.  7乃 θ51ιθ:ρriぅ照ピ
':″グИas relies on the

uncanny effect oflnechanical autolnata一 another transposition ofthese devices,which

caused sensation when they were first displayed across:Europe in the eighteenth

centurl男 into the C‐othic register.

Even later,the idea ofthe inechanical double is left behind by the elllergence of the

exact biological cloneo Michael Crichton's1973 fllin 'ラ bsι v“οF」グfeatures lnechanical

robots in a staged environn■ ent lor wealthy tourists, Yul iBrynner playing the

n■e]m_orably lnalfunctioning`Gunslinger'(Luckhurst 274… 275)。

若干異なる形だが、アイラ 0レ ヴィンの風刺小説『ステップフォー ドの妻たち』 (1972

年 、『ステップフォー ド・ワイフ』として 1975年に映画化)に もゴシックが織り込まれ

ている。都市部の恐怖を逃れようとニューヨークの人々が移 り住むステップフォー ドと

いう名の富裕層が暮らす街で、個性のない女性たちがスーパーマーケットのなかを放浪

する。彼女たちは妙にぼんやりとしていて、あたかもベティ・フリーダンが著書『新しい

女性の創造』 (1963年)で取り上げた多くの女性たちのように、漠然とした不満足感を積

み上げているかのようだ。やがて、アメリカの特権階級の裏に隠れているもうひとつの

陰謀が明らかになる。女性たちか デイズニーランドでアニマ トロニクスを担当してい

た役員が作った、本物そっくりなロボットの分身に置き換えられていたのである。どう

やら、夫の望みに黙って従うロボット妻たちを作ることによって、フェミニズムの脅成

を無力化しているらしかった。『ステップフォー ドの妻たち』では機械的な自動人形-18
世紀のヨーロッパに初めて登場したときにゴシックの世界にセンセーションを巻き起こ

した自動装置一がもたらす不気味な効果が駆使されている。

さらにその後、機械的な分身の構想は、まったく同じ生物学的なクローンの登場に道

を譲った。マイケル・クライ トンの 1973年の映画『 ウエス トワール ド』では、裕福な旅

行客のためにあつらえた環境で暮らす機械的なロボットが描かれており、ユル・ブリン

ナーが忘れもしい誤作動する「 ガンマン」を演じている (ラ ックハース ト 273‐ 275)。



interstitial, ■uid, intersexed, transitional beings; but, as we've seen before, its

perverse dynamic can,also l■ip tllese values, to lnake the rnonster a place of

identiication(Luckhurst 276)。

ゴシックはあまりにも頻繁に トランスジェンダーの登場人物、すなわち多様な隙間に

いて、不安定で、中間の性をもち、過渡期にある存在をモンスター化してきた。けれども、

これまで見てきたように、流れに逆らうゴシックの力で価値観がひっくり返されて、

怪物だった存在が自分自身を知る場に変わることもある (ラ ックハース ト 276)。

最後にゾンビに関する記述に注目しておきたい。

Since George A.Romero'sⅣ :なんι οFι力θZみ′ゴ″g'θ′ごreimagined the zombie as a

horde ofshan■bling dead in 1968,perhaps the key figure ofthe horriic double has been

the zon■ bie. The rnonster is no longer necessarily a loquacious and seductive aristo¨

cratic van■pire,of vast age and singular wisdonl,but an anonylmlous,shuf日 :ing lnass

Of everyday peOple like us. All that has happened is a slight shift in status,the

undead Caughtin the nO Fnan'S land betWeen thC abSOlute CategOrieS Ofthe liVing and

the dead. In.∂ la,7″ οF′わθ」ワθ′ご(1978),the snlall group of hunlan survivors on tne

zornbies of drifting around the car park of a shopping inall. [[lhey spill ailnlessly up

and down the escalators inside the inall and pound on the glass doors of the chain

stOres,as if nlildly ilnpatient for the iBlack Friday stan■ pede for bargains to begin。

Is there anything anything weirder in twenty¨ irst¨ century Gothic culture than the

ernergence ofthe zornbie parade? 「I｀he irst took place in Sacralnento in California in

2001, but they have since been replicated around the world, united through the

celebration of lnternational Zombie Day(13 0ctober).On these zombie walks,tens

of thousands of fans around the world dress up as their undcad sclvcs,choosing to

identify not with the slmall heroic band of huIIlan survivors in the standard zolnbie

plot,but with the lnasses who the standard zon■ bie plague. This identification■ ips

two centuries of rnonstering the other,and instead ernbraces the other as a version of

the selisaimteo lt turns out that after all these twists and turns in the labyrinths of

Gothic culture,what we=LOSt Want tO COniOnt iS the enig]ma Of OurSelVeS(Luckhurst

276)。

ジョージ・A・ ロメロ監督の『ナイ ト・オブ・ザ・リビングデッド』が 1968年にゾン

ビをよろよろ歩く死人集団として描きしてからというもの、おそろしい分身の姿といえ

ばゾンビを指すようになったかもしれない。怪物はもう、長い年月を生きて非凡な知恵

を持ち、饒舌で魅惑的な吸血鬼である必要はなく、足を引きずってよろよろ歩くわたし

たちのようなごく普通の無名の人々の大集団になったのだ。そこで起きている現象はほ

んのわずかな状況の変化だけである。アンデットとなって、生者と死者という絶対的な

カテゴリーの中間地帯にとらわれてしまっただけだ。映画『 ソンビ (1978年 )では、生き
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残った人間の小集間が、ショッピングモールの駐車場をさまよっているゾンビを見下ろ

す。ゾンピはあてもなくモール内のエスカレーターを上り下りして、まるでブラック 0フ

ライデーのバーゲンセールが始まるのを待ちきれずに押し寄せたかのようにチェーンス

トアのガラス扉をたたく。

21世紀のゴシック文化 におけるゾンビのパレー ドほど奇妙なものがほかにあるだろ

うか?最初のパレー ドは 2001年のカリフォルニア州サクラメントで実施され、以来、

世界各地で世界ゾンビデー (10月 13日 )に人々が集まって祝うようになった。そうした

ゾンビ・ウォークでは、世界中の何万人ものファンがアンデッドの格好をする。一般的な

ゾンビ映画に出てくる少数の勇者のような人間の生き残りではなく、ゾンビ病に屈した

その他大勢になることをあえて選んでいるのだ。そこでは、過去 200年にわたって続い

てきた、自分たちと異なる存在の怪物視はもはやなく、その異なる存在を自分とまった

く同じ存在として受け入れている。結局のところ、ゴシック文化の迷宮における紆余曲

折を経て、人がもっとも対決したいと思っているものは、自分自身の謎だということに

なる (ラ ックハース ト 276)。

Luckhursto θο励」「(θ。・И″〃′υsιra"ご ″】b″οryでは Gothicの広範囲にわたる紹介がなされて

いる。

3 G・othicからSFヘ

Gothicと SFの関係については拙著「HPLovecra乱 “Herbert West Reanimator"を 読

む一SFと ゴシック小説の狭間で :『フランケンシュタイン』を意識して一」(2024)で取り上

げたが、ゴシックから科学要素の強いものが SFへ と移動していく。これを早くから指摘し

て い た の が Brian W.Aldiss.コ &li圧」
・
ο
"】
ら′Fs I身,“θ′ :四b71を口θ 〃 ]むια y οFSα

・
θ燿
`θ

」F]i・θク
・
ο
"

(1972)で ある。

As a prelilninary we need a deinition of science fictiono WVhat is science fiction?

Many deinitions have been hanllnered outo Most of thenl fail because they have

regard to content only,and not to fornl.The lo1lowing lnay sound slightly pretentious

for a genre that has its strong fun side,but we can modify it as we go alongo Science

iction is the search for a definition of lnan and his status in the universe which will

stand in our advanced but confused state of knowledge (science), and is

characteristically cast in the Gothic or post‐ Gothic lnould(Aldiss Chapter l).

手は じめてとして必要なのは、サイエンス・フィクションの定義である。サイエンス・

フィクションとは、そもなにものなるや ?

これまでにも、多くの定義が打ちだされてきた。その大半は欠陥を持っている一内容に

のみにとらわれて、形式を顧慮しなかったためだ。以下に挙げるものは、強い娯楽性を持

ったジャンルにたいするものとしては、やや思いあがっているように聞こえるかもしれ
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ない。が、論述を進めながら訂正を加えてゆけばいいだろう。

すなわち、「サイエンス・フィクションとは、人間と、宇宙におけるそのありかたにた

いする定義一現代の進歩した、だが混乱した知識の状態 (科学)のなかでも変質しない定

義―を追求するものであり、特徴としては、ゴシック、あるいはポス ト=ゴシック小説の

形式を継ぐものである (オールディス 12)。

時代によりよリゴシックで扱われていたものが、すでに科学として認知されていくと、SF

となっていく。その典型がゴシック小説と SFの関係となろう。SFと 言えば一般的にその

原点をH.G.ウ ェルズ (Herbert George Wells,1866‐ 1946)に見ることが多いが、「SF」 の

具体的な定義について Jenny Stringer,editor.7■θ θx力rゴ aθ
“
P′″
・
ο
""7レ

lθ

"源
θ滋‐

aθ
"如
′ァ
・
3・渉θ
""“
」「″E″g力b力 (1996)で は次のように述べている。

In 1973,in_3,リカlο″ I●ar 5ン 1郵θθ′Blrian Aldiss broke new ground by arguing that

science iction began neither with AInerican pulp lnagazines nor with lHo Go Wells,

but with Mo Shelley's」 Fl12″女θ
"sι
θゴ″ (1818);Aldiss deined the brln as a child

begotten upon Gothic ronlance by the industrial and scientiic revolution ofthe early

nineteenth century(Stringer 599).

1973年ブライアン・オールディスは『十億年の宴 SF一その起源と発達』3動
・
ο
"

降″だゎ
“
θの中で、SF小説の起源はアメリカのパルプ雑誌ではなく、また、H.G.ウ

ェルズでもなく、M.シェリーの『フランケンシュタイン』fiンa″女θ
"s`α"(1818)で

あ

るとする新主張を展開した。オールディスはこの形式のことを、ゴシック小説と 19世

紀初頭の産業・科学革命とのあいだの所産である、と定義している (ス トリンガー

148)。

つまり、「恐怖」を中心とするゴシックとしてよく取り上げられる。『フランケンシュタイ

ン』がじつは SFの原点でもあるとの指摘がある。

浅倉久志「あとがき」の中でも IttZο"L“ 身η"に
ついては次のように述べている。

本書のもう一つの特色は、これまで SFの誕生を古代ギリシア文学か、でなければ 1920

年代のパルプマガジンに置いた通念を破つて、メアリー・シェリーの『フランケンシュタ

イン』を起点にして、19世紀の初めという時代に SF発生の必然性を見出していること

である (浅倉 372)。

SFの定義について念のため確認しておくと次の通りとなろう。

Science fiction was born from the Gothic mode, is hardly free of it now. Nor is the
distance between the two modes great. The Gothic emphasis was on the distant and

the unearthly, while suspense entered literature for the first time (Aldiss "The Origins
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of the Species:RIary Shelley"。

サイエンス・フィクションはゴシック形式から生まれ、現在なおそれから脱 しきってい

ない。また、この 2つの形式のあいだの懸隔も大きくはない。ゴシックは人間ばなれ し

た、超 自然的なものに重点を置くいっぽう、これにおいてはじめてサスペンスが文学にと

りいれ られた (オールディス 25)。

『フランケンシュタイン』を取り上げている英文学史でも、『フランケンシュタイン』をSF

との関係で説明しているものは比較的新しい。齊藤勇他編『英米文学辞典』(研究社、1985、

第 3版 )、『世界文学事典』編集委員会編『集英社世界文学事典』(集英社、2002)では『フ

ランケンシュタイン』は取り上げているものの、SFと の・関係については言及していない。
一方で、野町二・荒井良雄他編『イギリス文学案内 代表的作家の生涯・主要作品・文学史
年表 0翻訳文献等の立体的便覧』(朝 日出版社、2002、 増補改訂版)』、上田和夫編『イギリ

ス文学辞典』研究社、2004)ではSFと の関係について取り上げている。

4 Gothicと Zombieの 関係

筆者はゾンビの考察を深めるためにメアリー・シェリー『フランケンシュタイン』(1818)

とHCP・ ラヴクラフト「死体蘇生者ハーバー ト・ウェスト」(1922)に ついて注目した (佐々

木 e l‐ 73)。 ゴシックの源泉には「恐怖」があるが、この「恐怖」の源には「未知なるも

の」「不気味さ」といったものがある。ゾンビは西アフリカのヴー ドゥ教に由来し、やがて

西アフリカからハイチに奴隷として連れて来られた者たちはヴー ドゥ教を持ち込み、やが

てキリス ト教文化圏とは異なる文化背景を持つこの生きる屍、リビング・デッド、ウォーキ

ングデッドは恐怖そのものであり、人知を越えるものだ。ゾンビは Lacadio Hearn“The

Country ofthe Co]mers‐ Back"(1889)、  Latadio Hearn.7b4ο I●′rs I″ ι力θJレθ
"θ
カラ髪,sι

L』・θs(1890)、 William Bo Seabrook.倒%腸 g2・θ_ゐ」′″ご(1929)と いつた ドキュメントから
英語圏に伝えられ、映画や舞台といったエンターテイメントを通して一般に知られるよう

になる。

エピローグ

ラックーストはゴシックについて以下のように述べていた。

Son■etilnes the Cothic keeps a recognizable shape,but rnore often it rnerges with local

folkfore or beliefs in the supernatural to beconle a w・ eird, wonderful new・ hybrid

(Lurckhurt 8)。

「ゴシック」は一日でそれ とわかる形を留めている場合もあるが、たいていは超常現象に

対する地域の習慣や考え方と混ざり合って、奇妙で不思議な新 しいハイブリッドの様相

を呈 している (ラ ックハース ト 8)。
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前述の通リゾンビはキリス ト教文化圏、英語圏の人々にとってはまさに摩訂不思議な超常

現象であったろう。

Gothic plots often revolve around ideas Of transgressiOn,the breaching Of bOundaries

Of life and death, g00d taSte and bad, knOWledge and beliet and this restless

transfornlation inakes it a priviledged place for n■ any tO exp10re fOulldatiOnal

questions of self and other(Luckhurst 8‐ 9).

ゴシックのス トーリーはたいてい限界突破の概念、つまり生と死、善と悪、事実と迷信の

境界侵犯を中心に展開することが多いく、その不安定な変化が自他をめぐる本質的な問

いを模索する絶好の機会にもなっている (ラ ックハース ト 8)。

ラックハース トは超常現象とゴシックの関係については度々言及している。

I」ocal superstitions lnight have been ofLcially condenlned by colonizing authorities

as prilnitive or backward,but the Gothic in fact subsullled these local versions of the

supernatural(Luckhurst 101)。

地方の迷信は表向きには原始的あるいは後退 したものとして植民地支配者に非難 され

てきたが、ゴシックにはそ うした各地の超常現象がいくつも取 り込まれている (ラ ックハ

ー‐卜 100)。

人の理解を越えるものは異文化から発せられることがよくある。ゾンビはまさにその一種

でもある。宇宙もの、すなわち SFな ども人知を越えたものがあり、こうしたものもゴシッ

クの一種なのであり、そこに理論的に科学で説明がつくものは SFへ とその範疇が移行して

いくのではないだろうか。機会があれば、ラックハース トのミイラ論やファンタジー論、ひ

いては SF論なども今後触れていきたい。
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